桑名・員弁広域環境基本計画（案）に関する「星野公平」の意見（パブコメ）に対する【回答】
１、何故広域計画なのか
「水質や大気などの保全や、ごみ問題、エネルギー問題、生物多様性の損失など、私たちを取り巻く環境に関する課題を解決していくためにも、自治体の境界を越えた取り組みが必要」「環境基本計画を広域で策定することは、桑名･員弁地域が一つのまとまった地域として、一体的な環境の取り組みを推進していくための根幹を形成するもの」と書かれているが、何故広域計画なのか、広域計画の必要性と意義が不明です。（ｐ４）
【回答】P4の「広域で計画策定する意義」において説明されていると考えております。
２、緑の減少の問題を数値で、環境問題としては騒音、日照も
緑の減少の問題を数値で捉えてください。（緑化率が分かるはずです。）
騒音、日照の問題にも言及してください。（ｐ１０、ｐ１１）
【回答】今後、各市町における個々の実施段階で配慮してまいりたいと考えております。
３、今まで行ってきた事やこれから問題になると思われる事は具体的に明記して下さい。
「環境問題を克服し、今日の桑名・員弁地域の良好な環境を築いてきました。しかしながら、ここ桑名・員弁地域でも、社会経済活動の拡大や、地域における人口の増加に伴い、河川の水質汚濁、自動車交通の増加による大気汚染の進行、交通事故の増加、大量消費・廃棄型の生活様式からのごみ問題等、都市・生活型の公害と呼ばれる今日的な環境問題が顕在化しつつあります。このような環境問題の多くは、私たちの社会経済活動や日常の生活からの環境の復元能力を超えるほどの負荷の増大が主原因となっています。」と書かれているが、具体的に明記して下さい。（ｐ１６）
【回答】これまでに取り組んできたことはP19～P29、これからの課題についてはP44～P48において説明されていると考えております。
４、長良川河口堰ができた事による環境への影響は無視できません。

河川・湖沼の項に　長良川河口堰による環境破壊の問題を追加してください。（ｐ１７）
【回答】この項は、広域的な状況について記述いたしております。
これ以降、他市町のことは分かりませんので桑名市のことのみ意見を述べます。
５、レジ袋の有料化について

レジ袋の削減（有料化）・マイバッグの持参を推進するための取り組みに関して、効果をどう考えているのか、明記すべきではないですか。（ｐ１９）
【回答】省資源の意識づけに役立っていると考えており、P19に一連の流れとして説明されていると考えております。
６、ＲＤＦ化施設の問題について

ＲＤＦ化施設の今後や効果などにも言及しなければなりません。（ｐ２１）

【回答】P21とP67において説明されていると考えております。
７、クルクル工房（リサイクル推進施設）についてどう捉えるのか
「クルクル工房」の市民の評価・評判を明記すべきです。（ｐ２３）

【回答】この記載部分は、桑名市における施設の取り組みであり、評価・評判を明記する必要はないと考えております。
８、アンケート全般について
調査の内容（アンケートの方法等）について詳細を説明すべきです。特にｐ３１の関心ごとの推移は、回答で一人の人がいくつ丸をつけるのかによって変わってきます。（ｐ３０－４４）
【回答】ページ数の関係から、内容については主要なものを抜粋して、概要を掲載しております。なお、P31については、21項目一つずつに対して関心の有無を聞いております。
９、「桑名・員弁地域全体で取り組むべきこと」について

「住民が取り組むべきこととして『ゴミの減量に努める』が最も多くなっており、『ごみゼロ社会の実現に向けた取り組み』を重要と考えている人も多くなっている」「自然環境保全のために、地域全体として自然環境と調和した『無秩序な開発の防止』や『緑地や樹木等の保全・保存』が重要であるとの声が多かった」と書かれているが、対策は後の方で出されているのか。（ｐ３８）

【回答】「４　環境づくりの取り組み展開方針」の各箇所においてお示ししております。
１０、住民アンケート結果について、特に騒音を含む公害防止策は

「住民が事業所に期待すること」として「事業活動による大気汚染、騒音・振動、水質汚濁等に対する公害防止策の徹底」が５９．６％あるが、前項同様に対策は後の方で出されているのか。（ｐ４２）
【回答】「４　環境づくりの取り組み展開方針」の各箇所においてお示ししております。
１１、騒音問題を取り上げてください
「安心・快適な地域づくり」の中で、是非、騒音問題を取り上げてください。（ｐ４４）
【回答】３３の意見と合わせ、ここでの記述を「また、微小粒子状物質（PM2.5）、放射能などの新しい課題や、土壌・地下水汚染・騒音等にも対応していく必要があります。」と修正いたします。
１２、桑名市（他市町は除きます)の環境に関する取り組みの課題について
課題をどの様に抽出したのか。地域会議のようなものをするべきではないか。市町別に住民に問うべき機会を設けるべきではないか。

「必要があります」「重要です」「求められています」となっているが、これで良いのか。
「かけがえのない緑を市民と一体となって守り育てるため、地域や家庭での取り組みを支援する必要があります。」「良好な生活環境を保全するために、一層の監視・測定により、公害の未然防止対策を強化する必要があります。」と書かれているが、具体的にどうするのか、対策は後の方で出されているのか。（ｐ４５）
【回答】ご指摘いただきました、具体的な取り組み・対策と致しましては、関係各課が取り組み方針を定め、それを指針として行動しております。取り組み方針・内容に関しましては「環境づくりの取り組み展開方針」にて定めております。
　また「住民に問うべき機会を設けるべきではないか」というご質問に関しましては、環境基本条例に基づき、環境審議会を設けております。その審議会において審議員の方からご意見をいただいております。
１３、公益的機能とは
「公益的機能の保全」の意味が分からない。（ｐ５３）

【回答】用語解説に「公益的機能」を追加いたします。
１４、国道騒音と水資源について（「リニア新幹線」をどう考えるか）

「住民の快適な生活の確保につながる、騒音、振動、悪臭などの防止について、関係法令に基づく規制や指導の強化、事業者の自主的な取り組み等により、生活環境の維持・向上に努めていきます。」とあるが、特に２３号線の騒音は最近話題にされないが重要な問題である（一時日本で一番うるさいといわれた）。木曽岬のようにどうして取り上げないのか。
「水資源については、水源の保全を図り、水需要に応じた適正な水資源の確保に努めていきます。」とあるが、大深度を行く「リニア新幹線」の対策は考えているのか（地下水の枯渇をもたらす）。（ｐ５４）
【回答】「騒音規制法に基づき地域内の生活環境調査等（騒音・振動）の実施」を追加いたします（P76②環境保全等への対応）。
「リニア新幹線」につきましては、今後の進捗状況を注視してまいりたいと考えております。
１５、基本計画の形について（図・表などビジュアル中心で）

【取り組みの項目】これは、是非一覧表にして下さい。（要望）
【回答】P56に「環境に関する取り組みの体系」を新たに設け、体系図を追加いたします。
１６、リサイクル推進施設（クルクル工房）は如何にあるべきか）
2 廃棄物の再使用・再生利用の推進

リサイクル推進施設の形態として、現行の業務委託問題についてどうするのかも明記すべきではないか。（ｐ６５）
【回答】この記載部分は、廃棄物の発生抑制の取り組み内容であり、運営形態について明記する必要はないと考えております。
１７、有害鳥獣の駆除は、ここで取り上げるべきなのか
1 生物多様性の確保

この項に「農産物被害の防止のため、有害鳥獣の駆除・捕獲や野生獣が住みつきにくい環境の整備などを進めます。」は生物多様性の確保と矛盾しており、有害鳥獣の駆除は環境問題として取り上げる問題なのか。もし取り上げるのなら別項にすべきです。（ｐ７０）

【回答】生物多様性の確保の観点から「農産物被害の防止のため、有害鳥獣の駆除・捕獲により、バランスのとれた生態系を構築していきます」へ修正します。
１８、農地問題は農業政策であり、ここで取り上げるべきなのか
農地の荒廃防止

国の農業政策の問題であり、ここで捉えるのは的確ではないのではないか。（ｐ７３）

【回答】農業施策の問題ではありますが、本計画においてはあくまでも、農地の荒廃防止については水源かん養等、農地の持つ公益的機能の保全という観点から取り上げたものです。
１９、もっと「住環境」を広義で捉えるべきではないか
1 住環境の向上

「住環境」という捉え方は的確性に欠けるのではないか。
（２３号線に関して木曽岬町と同じことも桑名は行うべき）（ｐ７６）
【回答】「騒音規制法に基づき地域内の生活環境調査等（騒音・振動）の実施」を追加いたします。
２０、騒音問題について

2 環境保全等への対応
騒音等について、広域連合でも文章だけでなく、積極的に取り扱って欲しい。（ｐ７７）

【回答】桑名・員弁広域連合を構成する２市２町との連携を進めてまいります。
２１、景観を真剣に考え、屋外広告物等の規制も考えて欲しい（長島地区の様に）
1 景観に配慮したまちづくり

「市内各所の景観特性に応じた景観保全・整備等を進めるとともに、屋外広告物等の規制・誘導を行い、本市らしい景観形成を図ります。」とあるが、屋外広告物等の規制も広域連合で行うのか。（ｐ８２）
【回答】所管官庁において行っていただきます。
２２、緑を守る本気度を示してほしい
2 公園、緑地の充実

「市内に残された緑の確保に努めます。」とあるが、特に市街地の緑を守る政策を立案して欲しいい。（ｐ８３）

【回答】市街地の緑には、公園、緑地、生産緑地、山林等の市有地、民有地があります。これらの緑の保全、緑化の推進は、都市環境の向上という観点から重要であり、官民協働で緑を保全し、維持管理に取組んでいきたいと考えております。
２３、環境教育・環境学習について、出前講座を実施しています
4-(1)環境教育・環境学習の強化　　環境学習会の開催

「平成25 年度より、市内小学校において地球温暖化対策の重要性や省エネルギーなどについて出前講座を実施しています。」とありますが、現在の実施状況を明記して下さい。（ｐ８４）

【回答】平成25年度は、延べ14校、24学級において出前講座を実施いたしております。
２４、計画の管理について要望します
「計画全体の進行管理」について、公表はしっかりと行い、住民に徹底し、住民の意見を聞き、フィードバックできるシステムの構築をして下さい。（ｐ９２）

【回答】計画策定後、毎年「年次報告書」を作成し、公表してまいります。
（以上）






